社会福祉法人　東陽会

令和７年度事業報告書
自　令和  ７年  ４月　１日

　至　令和  ８年  ３月３１日

基本方針

介護保険法下における介護老人施設として、要介護者の心身の状況等に応じて適切な介護福祉施設サービスを提供するとともに、自らその提供するサービスの質の評価を行うことにより、常にサービスを受ける立場に立った施設介護事業を実施します。
サービスの提供においては、施設サービス計画(ケアプラン)及び通所介護サービス計画に基づき、介護、相談及び援助、機能訓練、健康管理を行い、利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るよう支援します。
施設の運営に当たっては、入居者の立場に立った「自立支援」を中心としたサービスを提供し、「安心・安全」、「快適」、「思いやり」のある施設を目指します。

　本事業は平成23年6月1日より地域密着型の特別養護老人ホーム（定員29名）、ショートステイ（定員10名）、デイサービス（定員30名）、居宅介護支援事業所をスタートしており、ご利用者様には自分らしい生活を実現することはもとより、施設内だけではなく地域社会の一員であることを認識しながら生活頂けるよう、地域活動や地域交流支援等、積極的な働きかけを行う事を提唱し、「生きがいある生活の創造」を目指しながら支援させて頂いております。
　また快適な暮らしや質の高い生活が提供できるよう、科学的介護理論・実践について取組んでおります。

· 地域密着型特別養護老人ホーム事業
【入居者の状況】　（Ｒ8年３月３１日現在）    
□入所定員：２９名　（男８名・女2１名）
□平均介護度：　要介護４（※3.９７）
□年齢内訳：　最高年齢：１００歳（女）１名  最少年齢：７３歳（男）　　平均年齢：８９歳
	年齢別
	人数
	年齢別
	人数

	70～74歳
	1
	90～94歳
	６

	75～79歳
	２
	95～99歳
	６

	80～84歳
	4
	１００歳
	１

	85～89歳
	9
	
	


【入退居状況】
□年間新入所退所者数：
令和７年度（1２名）　※１名（特例入所：要介護１）　※令和６度（1４名）　
□入所受け入れ先：
　介護老人保健施設（５名）　・協力医療機関（５名）　・在宅（２名）　
□退所内訳：
　協力医療機関入院（1６名）　※医療機関入院中の死亡（４名）　退院復帰困難者（１２名）
　他施設入所（２名）：　※理由：個室料金の問題・更新により軽介護度（介護③以下）
　在宅（１名）：更新により軽介護度（介護③以下）
【月間入院者数】
[image: image1.emf]年/月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R７年 2 1 1 3 2 3 3 1 2 2 0 2

R６年 2 1 1 1 4 2 2 1 1 2 1 0


【空所日数】　※前年比７２日（減）
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【平均稼働率】
令和７年度稼働率９７．３％　（令和６年度稼働率　84.1％）　前年比１３.２％（アップ）
[image: image3.emf]年/月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R７年 97.8 98.2 98.7 98.2 97.2 92.3 97.7 97.8 97.1 94.2 99.6 99.2

R６年 95.4 95.7 96.6 94.3 89.8 90.3 90.7 92.2 92.2 87.3 95.9 96.6


１.質の高いサービスの提供

科学的介護の考え方に基づき、「水分・運動・排泄・食事」を中心としたケアを実践するとともに、LIFEのフィードバックデータを活用しながらケア内容の見直しを行った。また、レクリエーションや日常生活活動による心身機能の活性化に取り組み、生産性向上委員会を中心にPDCAサイクルによる業務改善を進め、介護サービスの質向上に努めた。一方、利用者の高齢化や重度化に加え、活動機会やリハビリ機会の不足により、全体的にADLの低下がみられた。その結果、「ADL維持等加算（Ⅱ）」の算定要件を満たすことができず、令和8年4月より「ADL維持等加算（Ⅰ）」へ変更となった。今後は、多職種連携を強化しながら生活リハビリや身体活動の充実を図るとともに、LIFEデータを活用した継続的な評価・改善を行い、利用者のADL維持・改善とQOL向上につなげていく。

「ミスト浴槽導入について」
今年度は、利用者負担軽減を目的としてミスト浴槽を導入した。霧状のお湯で身体を包み込むことで、身体への負担が少なく、浴槽への出入りが困難な方でも安心して入浴できる環境整備を進めた。また、既存の見守りセンサー機器については老朽化が見られており、今後は新たな機器選定を進め、安全性向上と職員負担軽減を図っている。

２．職場環境の改善

環境整備への意識向上はみられたものの、継続的な実践には課題があり、部署によって取り組み状況に差がみられた。５S活動についても十分な定着には至らず、整理整頓や清掃状況にばらつきが認められた。また、面会制限の緩和に伴い、利用者居室や共有スペースの環境整備、福祉機器等の清掃・管理について改善すべき課題も確認された。今後は担当者や責任区分を明確化するとともに、定期的な環境チェックや５S活動の評価を実施し、利用者・家族が安心できる清潔で安全な生活環境づくりと、職員が働きやすい職場環境の維持・向上に努めていく。
３．業務の明確化と役割分担
人員不足や利用者の重度化が進む中、生産性向上委員会を中心に業務の見直しや役割分担の整理を行い、３M（ムリ・ムダ・ムラ）の改善に取り組んだ。また、ICTを活用した情報共有や記録業務の効率化を進め、業務負担の軽減に努めた。その結果、一部業務において効率化や情報共有の迅速化が図られたものの、利用者とゆっくり関わる時間や、利用者が希望する活動を支援する時間の十分な確保には至らなかった。また、職員の経験年数や能力差による業務負担の偏りがみられ、業務の平準化についても課題が残る結果となった。ICTについても一定の活用は進んだが、職員間で活用状況に差があり、機能の理解不足や操作技術の向上が必要な状況である。今後は、生産性向上委員会を中心に業務の標準化や役割分担の見直しを進めるとともに、ICTや介護ロボット等の活用をさらに推進し、職員負担の軽減と業務効率化を図りながら、利用者一人ひとりと向き合う時間の確保と介護サービスの質の向上に努めていく。
４.手順書の作成

業務手順書の作成には至らなかった。現状では、職員ごとに業務の進め方や記録内容、記入頻度に差が見られ、業務の質や情報共有にばらつきが生じていることが課題となっている。今後は、記録基準や業務手順の統一を図るとともに、職員教育を実施し、必要な情報を誰もが分かりやすく共有できる体制の整備に取り組んでいく。
５．記録・報告様式の工夫
記録内容や報告事項の共有が以前より迅速に行えるようになり、職員間での情報伝達の円滑化につながった。特にLINE WORKSを活用した申し送りや連絡体制については定着しており、リアルタイムでの情報共有が可能となった。また、介護ソフト業者へ依頼し、同一内容の記録を複数帳票へ反映できる仕組みの調整を進めることで、記録業務の負担軽減に向けた取り組みを行った。一方で、依然として紙媒体による記録や管理が残っており、二重入力や転記作業が発生するなど、記録業務の負担軽減には至っていない状況がみられた。また、職員によって記録内容や記載量に差があり、記録の質や情報量のばらつきも課題として挙げられる。今後は、介護ソフトの機能をさらに活用しながら記録の電子化を推進するとともに、記録基準の統一や職員教育を行い、効率的で質の高い情報共有体制の構築を目指していく。

６．理念・行動指針の徹底

施設理念や行動指針に基づき、自律的に行動できる職員育成に取り組んだ。利用者一人ひとりの「その人らしい暮らし」の実現に向け、職員同士が互いの役割を理解し、協力し合える職場づくりを進めた。法定研修等を通じて支援姿勢の振り返りを行い、職員間の協働意識向上やサービスの質向上につなげることができた。
７. 感染症防止対策と健康管理の取り組み

感染症予防対策については、利用者・職員・家族・外部関係者へ基本的感染対策の徹底に努めた。今年度は入所者3名の新型コロナウイルス感染が見られたが、早期対応と治療により重症化なく改善に至った。また、日々の健康観察を行い、二次性疾患の予防や早期発見、離床支援による褥瘡・身体機能低下予防に努めた。併せて、口腔ケアや摂食・嚥下支援を実施し、誤嚥性肺炎、低栄養、脱水予防に取り組んだ。５類移行後も感染状況に応じた対応を継続しており、今後は周辺施設の対応も参考にしながら、感染対策レベルの見直しと適切な運用に努めていく。
８. 協力病院・その他の医療機関との連携

協力病院等との連携を図り、利用者の急変時には迅速な受診・入院調整、往診対応、医師への情報提供を行い、重症化予防と安心した生活支援に努めた。また、むかえ歯科の歯科医師・歯科衛生士と連携し、口腔機能や摂食嚥下の評価を実施。多職種で情報共有を行いながら、誤嚥性肺炎予防や食事ケアの向上に取り組み、「口から食べる喜び」を継続できる支援に努めた。

９． 権利擁護・虐待防止の取り組み

昨年に続き、年間目標である身体拘束はゼロ。委員会を中心に身体拘束の周知活動を実施。アンケートの回答から職員への意識付けはできている。スピーチロックについては、勉強会やアンケート回収により理解状況を確認しているが、結果が伴ってなく、未だ理解ができていない職員もいる。アンケート実施継続は勿論、事例や実技を通して、入所者への正しい言葉かけについての理解が必要と思われる。引き続き、年間目標に対する評価及び反省を通じて、定期的に周知していく。
10. 施設生活の安全管理（ヒヤリハット・事故防止の取り組み）
令和7年度のアクシデント件数は、転倒（6件）、打撲（1件）、剥離（1件）、外傷（1件）、誤薬（3件）の他（２件）の計14件であり、昨年度の29件と比較して大幅に減少した。要因としては、入所者の重度化に伴う転倒リスク者の減少や、事故予防対策の継続的な取り組みが考えられる。一方で、ヒヤリハット事例の分析や具体的な対策が十分でないケースもみられた。事故予防には利用者一人ひとりの状態や生活状況を的確に把握するアセスメントが重要であり、生活の質を維持しながらリスク軽減を図る必要がある。今後もヒヤリハットの活用と多職種によるアセスメントの充実を図り、施設全体で事故予防意識を共有しながら再発防止に努めていく。

11. 業務継続に向けた取組の強化。

感染症や地震等の自然災害発生時においても、円滑に事業継続が行えるよう、ＢＣＰ（事業継続計画）に基づいた訓練・シミュレーションを実施した。訓練を通して、緊急時の対応手順や役割確認を行い、職員の防災・感染対策意識向上に繋げることができた。一方で、実際の動きや各自の役割について十分な理解が浸透していない場面も見られるため、今後はより実践的な訓練や継続した周知・振り返りを行い、緊急時に迅速かつ適切な対応ができる体制強化に努めていく。

12. 稼働率の向上及び介護保険事業の収入安定。

目標稼働率97％を達成し、月平均稼働率は前年度を13.2％上回る結果となった。要因として、入院・退所後の空床日数を最小限に抑えることができた点が挙げられる。一方で、医療依存度の高い利用者が増加しており、入院後に施設復帰が困難となり、退所や死亡に至るケースも多く見られた。また、施設待機者不足は継続した課題となっている。最寄りの医療機関、老健、特定施設等へ継続的に働きかけを行い、入所申し込み確保に努めた。今後も、日常生活継続加算の算定要件を踏まえた利用者受け入れを行うとともに、空床期間の短縮、健康管理の充実を図り、安定した施設運営に繋げていく必要がある。

· 農福連携事業
農福連携事業は７年目を迎え、今年度も玉名市の農園協力のもと、２００株のイチゴ苗の提供を受け、９月末から２月末まで栽培活動を実施した。活動を通して、利用者の楽しみや役割意識、心身面での良い変化が見られ、意欲向上や交流機会の創出に繋がった。本事業は、単なる農作業ではなく、利用者の意欲向上や心身機能維持に繋がる重要な取り組みである。今後は、栽培管理の安定化と組織的な運営体制の構築を進め、職員全体で関わる体制強化を図りながら、収穫量の安定と参加者拡大に努めていく。また、「育てる・分かち合う・喜ぶ」という循環を大切にし、継続的かつ発展的な活動として充実を図っていく。

· 今後の対応

高齢化や重度化、人員不足、感染症対応等により、利用者のADL低下や活動機会減少、業務負担増加など多くの課題が見られた。今後は、多職種連携のもと、日常生活の中で計画的な生活リハビリや身体活動を継続し、ADL維持・改善と生活の質向上に努めていく。また、５Ｓ活動の徹底や環境整備、感染対策を継続し、安全で清潔な療養環境づくりを推進するとともに、ICTや介護機器を活用した業務効率化、生産性向上にも取り組んでいく。記録や情報共有については、記録基準の統一や職員教育を行い、情報共有体制の強化を図る。併せて、理念・行動指針に基づく職員育成、権利擁護・虐待防止、事故予防への意識向上を継続し、利用者主体のケア実践に努める。さらに、協力医療機関やむかえ歯科との連携、ＢＣＰ訓練の充実、空床期間短縮への取り組みを継続し、安心・安全な施設運営と安定した事業継続に繋げていく。

· 短期入所生活介護
令和７年度（ショートステイ）利用状況(前年度比較）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	(令和6年度）
延べ利用者数
	30
	29
	24
	29
	28
	28
	28
	27
	30
	29
	26
	30

	(令和7年度）
延べ利用者数
	28
	35
	33
	31
	31
	32
	31
	34
	32
	33
	23
	34

	(令和6年度）
一日平均
利用者数
	6.8
	7
	7.9
	7.2
	6.9
	8.2
	7.2
	7.6
	8.5
	8.9
	8.7
	8.2

	(令和7年度）
一日平均
利用者数
	8.1
	9.1
	8.4
	8.2
	8.5
	9.4
	8.2
	8.6
	8
	7.5
	6.3
	7.2


平成23年度～令和７年度の（ショートステイ）稼働率
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■実績に対する考察

　今年度の新規利用者数は57名で昨年度より14名増、延べ利用人数は373名で昨年度より64
　名増となった。一方で、年間定期利用者数は31名と昨年度より3名減少した。

　収入面では、昨年度より新たな加算の取得や取り下げはなく、基本的な介護報酬体系に大きな
　変更はなかった。しかし、新規利用者数の増加や、新規利用者が定期利用へ繋がったことで稼
　働率が向上し、安定した収入確保に繋がった。

　年間平均稼働率は80％で、昨年度より2％増となった。しかし、２月上旬に新型コロナ感染症
　が発生したことで、一時的に受入れを制限したことや、近年の動向として球磨郡内の特別養護
　老人ホームの入居回転が早く、ショートステイの定期・長期利用者が特養入居に至るケースも
　多く見られた。

　空床については、今年度より併設特養の空床枠を申請し、空床枠を活かして緊急受入れに柔軟
　に対応できる体制を整えている。今後も、居宅介護支援事業所や病院とのこまめな連携を図り
　ながら、利用者の確保と安定した稼働率維持に努めていく。
■事業計画に対する結果と考察

〇安全及びケアの質の確保

　行政の事故報告は2件（施設外への離設と転倒骨折）。緊急事故防止委員会を開催。再発防止に
　努めている。また、転倒が10件と昨年度よりも1件多く発生。転倒リスク高い方が多く、都度
　対策をたて、同じ事故がおきないように努めている。

　導入している見守りカメラについては、適切な運用方法を検討しながら活用を進め、夜間帯を
　含めた利用者の安全確認や事故予防に努めた。職員の心理的負担軽減にも繋がっている。

〇ご利用者の満足度アップ

・今年度は紅葉見学、ひな人形見学の外出レクレーションを実施し、喜んでいただいた。

・中庭では昨年度に引き続き、季節の花や野菜を植え、景観を楽しんでもらうとともに、収穫
　した野菜での調理教室を開催したことで、利用者の意欲向上や生活機能維持に繋げることが
　できた。

・荷物については、入居時にタブレットで写真に残すように徹底している。返却忘れや入れ間
　違いは殆どなくなっている。

〇稼働率の向上

　居宅介護支援事業所や医療機関など関係機関との連携強化に努め、新規利用者の獲得に取り
　組んだ。また、定期利用者だけでなく、緊急利用や長期利用の受入れにも迅速かつ柔軟に対
　応したことで、稼働率向上に繋げることができた。

〇感染対策の継続

　利用前の体調確認、利用中の健康観察、手指消毒、換気等の感染対策を継続して実施した。
　職員・利用者ともに感染予防への意識を高く持ち、「感染者を出さない、広げない」を目標に
　取り組んだ。

　一方で、２月上旬には新型コロナ感染症が発生し、一時的に受入れを中止する状況となっ
　たが、速やかな情報共有と感染対策の徹底により、感染拡大防止に努めた。今後も継続して
　感染予防対策を徹底し、安全なサービス提供に努めていく。
· 通所介護事業
自立支援型のデイサービスを実施しております。個別ケアを中心とし、その人らしい1日の過ごし方を自ら選択・決定する手法です。その人らしい生活が少しでも支援できるよう、また少しでも残存機能が維持できるような取り組みを行っています。
昨年度の利用者数ならびに実働状況は以下の通りです。
	
	
	令和７年度（通所介護）利用状況

	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	平均

	稼働日数
	26
	27
	25
	27
	26
	26
	27
	25
	26
	25
	24
	26
	25.8

	実利用者数
	46
	43
	42
	46
	42
	43
	42
	41
	42
	39
	38
	37
	41.8

	延利用者数
	455
	450
	448
	504
	436
	438
	468
	403
	430
	396
	376
	387
	432.6

	一日平均利用者数
	17.5
	16.6
	17.9
	18.6
	16.7
	16.8
	17.3
	16.1
	16.5
	15.8
	15.6
	14.8
	16.6


	
	
	令和６年度（通所介護）利用状況

	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	平均

	稼働日数
	26
	27
	25
	27
	26
	25
	27
	26
	25
	25
	24
	26
	25.7

	実利用者数
	50
	46
	46
	49
	42
	46
	50
	49
	49
	53
	50
	48
	48.1

	延利用者数
	523
	520
	481
	451
	380
	413
	552
	492
	475
	462
	463
	466
	473.1

	一日平均利用者数
	20.1
	19.3
	19.2
	16.7
	14.6
	16.5
	20.4
	18.9
	19
	18.4
	19.2
	17.9
	18.3


	
	
	令和５年度（通所介護）利用状況

	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	平均

	稼働日数
	25
	27
	26
	26
	27
	26
	26
	26
	26
	24
	25
	26
	25.8

	実利用者数
	44
	41
	43
	48
	48
	47
	46
	47
	50
	49
	50
	48
	46.7

	延利用者数
	400
	433
	425
	465
	495
	496
	443
	455
	501
	470
	484
	495
	424.7

	一日平均利用者数
	16
	16
	16.3
	17.8
	18.3
	19
	17
	17.5
	19.2
	19.5
	19.3
	19
	17.9


	令和　７年度
	4月
	￥4,209,993
	
	令和　６年度
	4月
	￥5,529,946
	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	令和　５年度


	4月
	￥3,997,556

	
	5月
	￥4,304,349
	
	
	5月
	￥5,109,594
	
	
	5月
	￥4,148,269

	
	6月
	￥4,307,170
	
	
	6月
	￥5,507,938
	
	
	6月
	￥4,168,640

	
	7月
	￥4,871,518
	
	
	7月
	￥5,333,170
	
	
	7月
	￥4,373,334

	
	8月
	￥4,218,127
	
	
	8月
	￥5,025,853
	
	
	8月
	￥4,734,473

	
	9月
	￥4,262,700
	
	
	9月
	￥5,218,770
	
	
	9月
	￥4,877,873

	
	10月
	￥4,526,781
	
	
	10月
	￥5,949,519
	
	
	10月
	￥4,373,420

	
	11月
	￥3,986,279
	
	
	11月
	￥6,138,232
	
	
	11月
	￥4,520,596

	
	12月
	￥4,269,807
	
	
	12月
	￥7,141,678
	
	
	12月
	￥4,871,802

	
	1月
	￥4,211,987
	
	
	1月
	￥4,583,387
	
	
	1月
	￥4,658,781

	
	2月
	￥3,796,520
	
	
	2月
	￥4,255,154
	
	
	2月
	￥4,762,329

	
	3月
	￥3,881,414
	
	
	3月
	￥4,282,375
	
	
	3月
	￥4,888,138

	
	計
	￥50,846,645
	
	
	計
	￥64,075,616
	
	
	計
	￥54,739,211


■実績に対する考察

令和７年度の新規ご利用者は令和６年度と比較し、月平均で－0.85人減の9名（前年度20名）の新規ご利用者様を獲得と非常に低迷し、実利用者数は月－6.3人の減、一日平均利用者数も－1.7人減の結果となる。
ご利用者の新規獲得は前年度と比較し大幅に減少、また利用頻度が高いご利用者様が長期入所施設へ入所されるなど延利用日数が低下し、結果として実利用者数・一日平均利用者数、収益は減少となる。
また、職員の離職に伴い、日常的に取得していた加算が算定できず、収益減の結果につながった。
■事業計画に対する結果と考察
職員の定着・人員確保の面では、職員の退職により充足に至らず、またサービス内容の向上も図れず結果として収益の減少を招いた。
７年度末より専門職含め、数名の新規入職があり、定着が図れるよう引き続き、ICTの活用による業務の負担軽減、プリセプター活用によるサポートを行いながら、事業計画に掲げていたご利用者、ご家族、居宅介護支援事業所に選んでいただける、デイサービスの再構築に取り組む。
リハビリ特化型通所事業所として、リハビリ専門職の増員に伴い、またAI動作分析機能を活用し積極的な営業活動を行い、引き続き実利用者数２５名の目標を推し進める。

お一人お一人に合わせたサービス提供に繋げられるよう。生活に則した訓練の充実を図り、可能な限り在宅での生活が継続出来るよう支援に努める。
また、ご家族様、居宅介護支援事業所との連絡支援体制の密にし、ニーズの把握、事業所内の活動の見える化を行い、その結果として更なる新規ご利用者の獲得、利用定着率の向上、職員の定着を図り、加算の安定的取得を目指しつつ、新たな加算算定が図れるよう職員の資格取得を目指す。　
●居宅介護支援事業
令和7年度は、11月に町の運営指導が入り、記録物の整理や日ごろからのマネジメントプロセスの理解や確認が重要であることを改めて感じることが出来た。
また、自らの職能の価値を高めていくことを目的に、介護支援専門員相互の連携、自己研鑽及び資質の向上に努めた。
自立支援の理念に基づいたケアマネジメント実施の為、ご利用者の心身の状況や、生活状況を勘案し、介護保険サービスだけではなく、地域の医療・障害福祉・インフォーマルサービス等、あらゆる方面からの他職種との連携で、ケアプラン調整を実施することを目標に業務を行なった。
■年間目標
①安定した利用者数と収益の確保
②質の高いケアマネジメントの実施
③人材育成とチームとして働く快適な職場環境づくり
④特定事業所加算（Ⅲ）の算定要件への取り組み
⑤経費削減対策
⑥事故防止
⑦感染症・自然災害対策（BCP運用）

■実績報告
①安定した利用者数と収益の確保
今年度の利用件数の内訳としては、新規42（前年度41）件を獲得。
前年度より件数獲得は増加し、目標である月平均80件から大幅に伸ばし93件であった。
その背景には、ケアマネ3人体制による安定した受け入れが出来ていたこと、要支援者を包括へ返還し、その分要介護者を受け入れることが出来るようになったためと考える。
今後も質の担保を図りながら信頼される事業所として、令和8年度は月90件目標に安定した収入に繋げたい。
（令和7年度給付管理）
〇給付管理月平均数　93件（前年度77件）⇒要介護のみ
〇要介護者1116　　件（前年度925件）月平均利用者数93　件（前年度77件）
要支援者　218　件（前年度306件）月平均利用者数　18　件　（前年度25件）
※予防委託契約している保険者はあさぎり町のみ
	令和7年度　居宅　保険請求月別件数（前年度比較）

	介護給付
	
	予防給付

	　
	令和6年度
	令和7年度
	
	　
	令和6年度
	令和7年度

	4月
	69
	87
	
	4月
	23
	24

	5月
	70
	87
	
	5月
	26
	24

	6月
	76
	95
	
	6月
	24
	22

	7月
	81
	97
	
	7月
	26
	21

	8月
	72
	99
	
	8月
	25
	20

	9月
	72
	99
	
	9月
	25
	19

	10月
	77
	95
	
	10月
	25
	17

	11月
	76
	95
	
	11月
	25
	16

	12月
	84
	93
	
	12月
	27
	13

	1月
	84
	91
	
	1月
	27
	15

	2月
	80
	87
	
	2月
	27
	14

	3月
	84
	91
	
	3月
	26
	13

	合計
	925
	1116
	
	合計
	306
	218


②質の高いケアマネジメントの実施
・事業所内で実施している週1回のケース検討会議においては、困難事例ケースに時間を掛けて
検討したことで、自分の視野を広げ、自分自身の気づきを得ることができた。
・地域ケア会議に参加し、個別ケースを通じて地域課題を把握することで、地域に必要な資源開発や地域づくり、さらには時期介護保険事業計画への反映などの政策形成や地域包括ケアの実現につながる意見を出すことができた。
・重層的支援体制事業で、町の生活福祉課や社協と協働・連携し、困難ケース課題について丁寧かつ迅速に動くことが出来た。しかし課題が山積みであり、引き続き他機関協働を進めていく。

③人材育成とチームとして働く快適な職場環境づくり
・時間外対応携帯転送については、毎月当番交代をすることで、CMの負担軽減に繋がった。
・ケアプランデータ連携システム導入による業務の効率化を図っており、居宅介護支援事業所と

介護サービス事業所間でのデータのやり取りを効率化し、業務負担軽減に繋がっている。
④特定事業所加算（Ⅲ）の算定要件への取り組み
・奇数月の第三火曜日にあさぎり町居宅介護支援事業所事例検討会・連絡会を開催しており、

　担当居宅のケアマネジャーが事例発表し、課題発掘や情報交換を目的として、利用者支援の幅を広げられた。

⑤経費削減対策
・ガソリン代の節約のための外出時の経路調整や、印刷物の印刷ミスの軽減に気を付けながら業務遂行した。
・データ連携システム利用によるサービス提供票の紙発行がなくなり、紙の利用削減が出来た。

⑥事故防止
・道路や訪問先での車両運転事故はゼロだった。
・給付管理・請求関係のミスが時々あり、関係事業所に迷惑をかけないよう、実績入力には
　細心の注意を払っている。

⑦感染症・自然災害対策（BCP運用）
・法人全体で実施している災害対策訓練に参加し、災害発生時の対応を把握した。
・感染症対策（手洗い・検温・健康チェック）を行ない、安全に事業運営実施した。
・ハザードマップで土砂災害警戒区域の確認と、独居世帯の緊急避難先と連絡先の再確認を行なった。

■研修計画について　
・昨年度の研修目標達成状況を適宜評価し、改善措置も行なった。今年度もスキルアップに向け、各々が計画策定を実施しており、各自責任をもって業務遂行し、加算算定事業所として質の高いケアマネジメントが出来るように努めていく。

■今後、居宅としての活動・取り組み・地域との関わりについて
昨年11月の運営指導での指摘事項として、サービス事業所からの個別計画書が提出されておらず、居宅側からも催促していないと指摘があったため、サービス内容の整合性や根拠確認のためにもサービス事業所への提出依頼を今後行なっていく。
また、データ連携システムや町のLINEworks利用等で、サービス事業所との書類の受け渡し場面が減少し、業務負担軽減には繋がったが、居宅と顔が見える関係が希薄になってきており、利用者様のサービスに不都合が生じないよう、適宜対面場面（担当者会議等）を作りながら、事業所との他職種連携を継続していく。    

●配食サービス事業
　あさぎり町地域支援事業として要介護・要支援・二次予防の在宅高齢者に対し、食事提供及び安否確認を目的とし、上地区及び岡原地区を担当にサービス提供を実施しました。
令和７度の実績は以下のとおりです。
	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合計

	実利用者数
	8
	8
	7
	7
	7
	7
	5
	5
	6
	5
	5
	5
	75

	延べ食数
	178
	183
	154
	141
	137
	117
	103
	99
	117
	95
	88
	99
	1151


令和６度の実績は以下のとおりです。
	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合計

	実利用者数
	13
	13
	13
	12
	10
	8
	8
	7
	8
	9
	9
	8
	118

	延べ食数
	214
	232
	217
	222
	176
	162
	162
	157
	152
	157
	120
	139
	2110


令和5年度
	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合計

	実利用者数
	11
	11
	12
	13
	14
	15
	13
	13
	13
	10
	9
	10
	144

	延べ食数
	211
	186
	190
	246
	275
	254
	236
	233
	182
	133
	149
	165
	2460


令和４年度

	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合計

	実利用者数
	16
	16
	15
	16
	16
	15
	12
	12
	11
	10
	10
	11
	160

	延べ食数
	275
	304
	288
	311
	265
	202
	211
	199
	200
	194
	174
	209
	2832
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R7年度

		令和7年度　ショートステイ　りゅうきんか　事業報告

令和7年度（ショートステイ）利用状況(前年度比較）

		月 ツキ		4		5		6		7		8		9		10		11		12		1		2		3

		(令和6年度）
延べ利用者数 レイワネンドノリヨウシャスウ		30		29		24		29		28		28		28		27		30		29		26		30

		(令和7年度）
延べ利用者数 レイワネンドノリヨウシャスウ		28		35		33		31		31		32		31		34		32		33		23		34

		(令和6年度）
一日平均
利用者数		6.8		7		7.9		7.2		6.9		8.2		7.2		7.6		8.5		8.9		8.7		8.2

		(令和7年度）
一日平均
利用者数		8.1		9.1		8.4		8.2		8.5		9.4		8.2		8.6		8		7.5		6.3		7.2

		平成23年度～令和7年度の（ショートステイ）稼働率
 ヘイセイネンドレイワネンドカドウリツ

		■実績に対する考察
今年度の新規利用者数は57名で昨年度より14名増、延べ利用人数は373名で昨年度より64名増となった。一方で、年間定期利用者数は31名と昨年度より3名減少した。
収入面では、昨年度より新たな加算の取得や取り下げはなく、基本的な介護報酬体系に大きな変更はなかった。しかし、新規利用者数の増加や、新規利用者が定期利用へ繋がったことで稼働率が向上し、安定した収入確保に繋がった。
年間平均稼働率は80％で、昨年度より2％増となった。しかし、２月上旬に新型コロナ感染症が発生したことで、一時的に受入れを制限したことや、近年の動向として球磨郡内の特別養護老人ホームの入居回転が早く、ショートステイの定期・長期利用者が特養入居に至るケースも多く見られた。
空床については、今年度より併設特養の空床枠を申請し、空床枠を活かして緊急受入れに柔軟に対応できる体制を整えている。今後も、居宅介護支援事業所や病院とのこまめな連携を図りながら、利用者の確保と安定した稼働率維持に努めていく。

■事業計画に対する結果と考察
〇安全及びケアの質の確保
行政の事故報告は2件（施設外への離設と転倒骨折）。緊急事故防止委員会を開催。再発防止に努めている。また、転倒が10件と昨年度よりも1件多く発生。転倒リスク高い方が多く、都度対策をたて、同じ事故がおきないように努めている。
導入している見守りカメラについては、適切な運用方法を検討しながら活用を進め、夜間帯を含めた利用者の安全確認や事故予防に努めた。職員の心理的負担軽減にも繋がっている。
〇ご利用者の満足度アップ
・今年度は紅葉見学、ひな人形見学の外出レクレーションを実施し、喜んでいただいた。
・中庭では昨年度に引き続き、季節の花や野菜を植え、景観を楽しんでもらうとともに、収穫した野菜での調理教室を開催したことで、利用者の意欲向上や生活機能維持に繋げることができた。
・荷物については、入居時にタブレットで写真に残すように徹底している。返却忘れや入れ間違いは殆どなくなっている。
〇稼働率の向上
・居宅介護支援事業所や医療機関など関係機関との連携強化に努め、新規利用者の獲得に取り組んだ。また、定期利用者だけでなく、緊急利用や長期利用の受入れにも迅速かつ柔軟に対応したことで、稼働率向上に繋げることができた。
〇感染対策の継続
利用前の体調確認、利用中の健康観察、手指消毒、換気等の感染対策を継続して実施した。職員・利用者ともに感染予防への意識を高く持ち、「感染者を出さない、広げない」を目標に取り組んだ。
一方で、２月上旬には新型コロナ感染症が発生し、一時的に受入れを中止する状況となったが、速やかな情報共有と感染対策の徹底により、感染拡大防止に努めた。今後も継続して感染予防対策を徹底し、安全なサービス提供に努めていく。
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